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1.高等学校への調査目的 

埼玉東上地域大学教育プラットフォーム(TJUP)では、地元で学び地元で活躍できる地域づく

りに貢献することを目的に活動を行っている。そこで、TJUP 参加大学・短期大学近隣の高等学

校を中心に依頼し、地域の高等学校のニーズを把握し、今後の方針・展開を検討するために以下

の調査を行った。 

 

2.調査結果 

1)大学・短期大学進学率 

調査した高等学校の大学・短期大学進学率は平均して 64.8%（昨年度 65.4％）であった。文部

科学省令和 7年度学校基本調査結果では、大学(学部)・短期大学(本科)進学率全国平均は 61.4％

（昨年度 62.3%）であり、今回の調査高等学校の進学率は全国平均より 3.4ポイント高い結果で

あった（昨年度 3.1 ポイント）。 

 

2)地域に必要な大学・短期大学の学問分野 

学校に、埼玉東上地域の大学、短期大学 

に必要な学問分野を聞いたところ、図 1の 

ような結果となった。昨年度よりも社会 

科学の比率が低くなっている。 

また理科系学問では理学、工学、農学など 

の割合が高くなった。人文科学分野も 

昨年度と比べると高くなった。 

 

では実際に、高校生が進学した学問分野 

について調査した結果が図 2である。 

図 2からは、人文科学、社会科学分野に 

進学する高校生の割合が、高等学校教員 

側が望む進学率同様、非常に多いことが 

わかる。一方で、理学や農学への進学率は 

低い。昨年度同様に、各分野への進学率は 



大きな変化はないものの、工学分野への進学率が若干伸びている。 

 

4)大学・短期大学との連携 

大学、短期大学との連携について、計画中・実行中のものについて調査した。出張講義（出前授

業）、生徒の学習支援、探究授業における講義、地域課題研究の実践、大学施設の見学ツアーの実施

などを通して、専門的な知識や設備に触れる機会を設け、高校生の将来の進路意識を高める契機、

学習意欲の向上につなげる観点での連携についていくつか挙がった。なお、埼玉県外の大学と連携

している高校もあるため、県内大学との連携を推進できるとよい。 

 

5)埼玉県の大学・短期大学への期待 

 埼玉県の大学・短期大学に対する期待を自由回答で記載してもらったところ、以下の意見が得ら

れた。 

●地域活性化のための課題などの研究、また地域のこどもたちのためにどのように貢献できるかを

考えていただきたいと思います。 

●年内受験が増えてきております。指定校推薦の充実をお願いいたします。 

●地域との連携、卒業後、その地域で活躍できる人材の育成 

●面倒見のいい学校が多いので、何かきっかけがあれば志望するのではないかと思っています。 

●地域雇用の拡大と地元への定着率を向上させるための支援の充実 

●生徒が「行ける」大学から、魅力ある大学に「行きたい」と思える交流事業の促進をお願いでき

ればと思います。 

●大学の魅力をさらに高める施策を講じていただければと思います。 

●各大学・短期大学の特色ある高等教育をより一層充実・発展させるとともに、変化に富む現代社

会に柔軟に対応できる人材を育成すること。加えて、地域に根差した活動を充実させることで、

学生と地域住民との交流が活発になり、大学の価値がより一層高まること。 

●高校生が大学での学びを具体的にイメージできる機会をさらに増やしていただけたらと思いま

す。例）大学生と直接交流する機会、探究活動での連携、教育・看護医療などの専門分野との連

携など 

●本校の周辺には大学が多いとは言えない。特に農業系の学部がある大学は県内になく、例えば農

業の教員免許を取得するためには、県外で学ばなくてはならないので、農業が学べる学科ができ

ると良いと思っている。 

 

3.まとめ 

 TJUP 参加大学・短期大学は高等学校教員が地域に必要と思っている学問分野を有しており、そ

の比率もニーズと合致している。今回も貴重な意見が多数寄せられた。今後、18歳人口が減少して

いくが、TJUP 参加大学・短大と地元の高等学校との話し合いを密に行い、各高校の卒業生が大学

で成長した成果を見せるなど、地元の大学・短期大学に進学させてよかったと思ってもらえる為に

これまで以上に連携を進めていく必要がある。 

以上 



大学名 高校名

城西大学 鶴ヶ島清風高校、坂戸西高校、東野高等学校、川越総合高校

東京電機大学 松山高校、松山女子高校、川越女子高校、川越高校

日本医療科学大学 埼玉平成高校、秋草学園高校

武蔵丘短期大学
秩父農工科学高校、寄居城北高校、児玉高校、北本高校、

本庄第一高校、滑川総合高校、小川高校、聖望学園高校

明海大学 城西川越高校、西武学園文理高校

山村学園短期大学 山村国際高校

立正大学 東京農業大学第三高等学校
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